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I自然をたいせつにし美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り‘明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくしうるおいのあるまちをつくりましよき

1 元気で働き.豊かなまちをつくりましょう

1 思いやりのあるあたたかいまちをつくりましょう
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▲森林公園のフィールドアスレチックで遊ぶ子どもたち

森
林
浴
や
フ
ィ
ー
ル
ド

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
に

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

新
し
い
遊
び
の
発
見
や
創
造

自
然
は
遊
び
の
宝
庫

森
林
公
園
に
は
、
い
つ
も

元
気
な
声
が
響
い
て
い
ま
す

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
な
か
で

子
ど
も
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の

遊
び
に
出
会
い
ま
す

子
ど
も
た
ち
は
、

友
だ
ち
と
一
緒
に
な
っ
て

小
さ
な
胸
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら

林
の
な
か
を
走
り
ま
す

白然は

遊びの

雫庫
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通
勤
・
買
物
・
レ
ジ
ャ
ー
の
行
き
先

と
交
通
手
段

○
住
み
よ
さ
や
将
来
の
姿
に
つ
い
て

性
別
、
年
齢
、
既
婚
・
未
婚
の
別
、

市
内
居
住
歴
、
職
業
、
家
族
人
員
、
同

居
家
族
の
内
訳
、
居
住
地
区

○
日
常
の
行
動
範
囲

調
査
の
内
容

○
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く
れ
た
人
の

一
叩 q】

高
萩
市
新
総
合
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
、
今
年
の
三
月
二
日
か

ら
三
月
二
十
日
に
実
施
し
た
「
市
民
意
識
調
査
」
の
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
市
の
将
来
に
関
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
向
・

要
望
な
ど
を
計
画
の
中
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
に
実
施
し
た
も
の

で
す
。

高
萩
市
の
魅
力
・
満
足
度

高
萩
市
の
住
み
よ
さ

高
萩
市
の
将
来
像

ま
ち
づ
く
り
の
重
点
施
策

業

重
点
事

○
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
や
生
活
に
つ
い

て」 〃
自
然
と
晨
林
業
と
工
業
〃
の

人
口
増
加
へ
の
考
え
方
と
将
来
の
人
口

規
模

常
磐
自
動
車
道
へ
の
期
待
と
不
安

山
間
地
域
振
興
の
方
策

温
泉
の
活
用
方
法

主
要
施
設
の
利
用
度
と
満
足
度

生
活
環
境
の
満
足
度

調
和
の
と
れ
た
都
市
を

（
）

「
Ｊ

Ｆ

」

「
』

７
」

～
市
民
意
識
調
査
結
果
ま
と
ま
る
～

調査面方法は. 3 .どのようにして

調査期閲昭和60隼3月2日～20日〔 と！

調査好蒙Ⅷ冷肉に肩荏ず説0歳政王微
： 男女2,000人を選挙人名簿

:4;､ 〆:. 力砥燕篠罵に抽出Ⅲ ”:〆 〆 ・
回収数1,523人 :
？ 』 ､ 可:Ⅱ 〆"ざ崎効回収率7魚2％E｡？ " 〆：
<アンケートに答えてくれた人＞

性”別" 簿 ;' ■ :

男性 741人(48.7％）

"? 女性… i ： 〆釦＃;: 765人“〃％)
無回答Ⅱ ｡r i7人(f.1%)

年か齢 ｛… ” 『 " l ，
？; l ' 2#代J 〆 。 i99JA(13:1%)

30代 Ⅱ 359人(23"6％）

?》 40代〃｡ §Ⅳ 《 1． ，3諏入”:ﾕ〃）
50代 、 262人(17.2％）

"":Ij:" "60代"ざ｡" “ ■蕊 〆215W(141%)"

70代 X 141人(9.3%)

Ⅱ蕊? ”無回容扇■ j 〆 ？、1IA(0.'6%)
職 業

心〆 専門職J" 露、 70人(4:6%)
管理職 46人（3．0％）

* 会社員など § 165人(10綱8%)

・＆ 工場従業員など380人(25.0％）

自営業者など156人“運8％）

:r■ 震林業者L1" 106JX(710%)
； 主婦 h 385人(25:3%)

f 筆籠〆〆幾℃ :" ･f・〆 15入(:X:0%)
その他 165人(10.8％）

.Ⅱざ" ･ 無回答. f" 〃､ ･ Ⅱ｡ ; 35人(2も3％)
居住地区

〆・紅"職東側.i》 ”い"f,30ZM2082%),

さ 駅西側： 168人(1LO%)
； 一安良川J: ｣_"169人(11｡.1%)

↑､…醗手？〆 〆"4"人(3186%)
／ 松岡 1 298人(19皇6％）

。 〆〆高岡Ⅷ'"f"; ~f M8畝(536%)
無回答 、 13人(q9%)

○
市
政
、
高
萩
市
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て

充
実
す
べ
き
環
境

整
備
を
望
む
施
設

老
後
の
生
活

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
策

地
域
組
織
へ
の
加
入
状
況

地
域
活
動
へ
の
参
加
意
識

地
域
活
動
の
あ
り
か
た

※
以
上
、
二
十
二
間
に
つ
い
て
調
査
が

行
わ
れ
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
回
は
、
こ

の
中
か
ら
抜
す
い
し
て
紹
介
し
ま
す
。

○
自
由
意
見

市
民
意
識
の
取
り
入
れ
度
合

高
萩
市
へ
の
定
住
意
志

市
の
将
来
に
つ
い
て
の
意
見
や
ア
イ

デ
ア〈

》

"高萩市"は

住みよい

まちですか
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か
わ
も
と
か
く
ぞ
う

十
月
二
十
三
日
㈱
河
本
嘉
久
蔵
国

土
庁
長
官
が
産
炭
地
域
の
整
備
状
況
を

視
察
す
る
た
め
高
萩
市
を
訪
れ
ま
し
た
、

河
本
国
土
庁
長
官
は
、
高
萩
駅
十
二

時
二
分
着
の
特
急
ひ
た
ち
十
三
号
で
到

着
、
大
高
省
三
市
長
を
は
じ
め
地
域
振

興
整
備
公
団
の
関
係
者
が
出
迎
え
、
大

心
苑
に
向
か
い
ま
し
た
。

昼
食
後
、
大
高
市
長
か
ら
市
の
現
状

や
概
況
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、

長
官
も
市
内
を
一
望
で
き
る
大
心
苑
の

屋
上
に
あ
が
っ
て
市
街
地
を
視
察
、
快

晴
の
秋
空
の
中
で
「
自
然
に
恵
ま
れ
、

海
と
山
に
囲
ま
れ
た
す
ば
ら
し
い
環
境
、

常
磐
自
動
車
道
な
ど
の
道
路
整
備
が
進

め
ば
、
自
然
を
生
か
し
た
開
発
が
可
能
」

農

河
本
国
土
庁
長
官
が

手
綱
工
業
団
地
を
視
察

な
お
、
現
職
の
大
臣
の
来
市
は
、
昨

年
八
月
の
水
野
建
設
大
臣
以
来
の
こ
と

《
ｋ
半
ｑ
／
○

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
長
官
は
六
十
二
年
度
末

に
供
用
開
始
予
定
の
高
萩

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
進
入
地
に
造
成
さ

れ
て
い
る
手
綱
工
業
団
地
を
視
察
、
大

高
市
長
や
地
域
振
興
整
備
公
団
の
関
係

者
か
ら
団
地
概
要
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

手
綱
工
業
団
地
で
は
、
す
で
に
九
社

が
操
業
中
、
六
社
の
進
出
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
建
設
中
の
企
業
に
つ
い
て

質
問
を
さ
れ
る
な
ど
、
熱
心
な
視
察
と
な

り
ま
し
た
。鯵

ー

▲市内の説明をうける国土庁長官

住み続けた
灘灘蕊準灘灘鍵

ですか～定住意識～
瀧懸鱸鶏蕊驚識蕊灘鍵識鱗議蕊

これからも
灘蕊鱗鍵蕊議灘;纐譲

い
晋鼬品[

§撫
錘$邸､f

無回答すぐにでも移ﾚﾉたい

〈
参
考
〉

昭
和
五
十
八
年
七
月
に
実
施
し
た
「
市

街
地
整
備
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
左
円
グ
ラ
フ

あ
な
た
は
今
の
場
所
に
ず
っ
と
住
ん

で
い
た
い
と
思
い
ま
す
か
？ 1 ー

､…〃

※
昭
和
七
十
五
年
度
の
望
ま
し
い
人
口

規
模
の
設
問
で
は
、
五
万
人
程
度
と
す

る
回
答
が
最
も
多
く
、
四
十
四
・
五
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

将
人来
口の

規

は

3



高萩市の魅力・満足度について

(問）

現
在
の
高
萩
市
全
体
を
考
え
た
場
合
、
あ
な

た
は
、
次
の
各
項
目
に
つ
い
て
ど
の
程
度
、
魅

力
・
満
足
を
感
じ
ま
す
か
。

満足＝5点、まあ満足＝4点、普通＝3点、やや不満＝2点、不満－1点

1
1

〔
ニ
ー

０
１

「
ゴ
ー

5
1

計
Ｉ

気候のよさ

水や緑などの自然の豊かさ

田園の落ち着きや静けさ

野菜や魚など食べ物の豊富さ

蟻
ﾆ ﾖﾆﾆ苫苛ざﾆﾆﾆ韓琴

ニ ……＝亀

･箔壷冒…号露

芽議轌脅 鍵’400

’
’

減鐸¥愚:蝉、 “”

鍵蕊悪繩！3．99 ＃
＃

…
＃ 二二

1)職蕊鍵 i':;13.60

’溌塗篝鐵qワ1
J．L’

壼

乳蝋
1ﾉL L 心

､『 1 1 ､H

人情の豊かさや親切さ ’
、我乱戦ｊｊ〆鍔曜、蝦惣串弾尊

醇
埆
蕊
舛
、
譜
甜
騨
、
為
弼
設
干

輻
篭
〕
串
中
貼

剛
、
段
段
設
哩
出

糾
砕
串
朏

3,04

’※全体として田園的魅力要素が高く評価されています。

逆に魅力評価が低い項目は次のとおりです。（
）

多様な情報の得やすさ 』蕊襲引248

生きがいのもてる仕事のできる場 241

医療や福祉での安心感
.撚"噸瀞｡ ｡ >; ”＃ ､ ､:鴬f, ､､ :蕊錘､;､蕊

:; ､ 『 ‘ 』 “『 “"､ :uj ‘い､‘ ＄､ ; , . ､畿簿参球
.､ ， “ “ .:""､: ､ '"1鈴;惑舗職. 鞭・

－－1
’

2.34

やりたい勉強ができる機会 1 .64

(問）あなたは，高萩市が，将来とゞんな都市になることを望みますか，次の中から選んで

ください。

ハ ィハ

U lU ワ佃 qn
曹し 40％

※
最
も
回
答
が
多
か
っ
た
の
は
、
「
自

然
と
農
林
業
と
工
業
の
調
和
の
と
れ
た

都
市
」
で
、
回
答
者
の
三
人
に
一
人
が
、

各
産
業
の
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
す
る
都

市
の
姿
を
理
想
像
と
し
て
描
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
に
ぎ
や
か
な
都
市
、
教
育

文
化
施
設
が
整
備
さ
れ
た
落
ち
着
い
た

都
市
も
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

恵まれた自然を背景に、自然と晨林業と工業がほ34．8％
どよく調和のとれた都市

交通の便がよく、行政機関や大型店・専門店など 189％
があるにぎやかな都市

良好な居住環境を持った住宅地が多く、教育文化16‘1％
施設が整備された落ち着いた都市

謝誓室薦篤儂鮮鯲駕や '' 3％

工業中心のまちで、すぐれた製品を作る工場が数 8.9％
多く立地し、生産活動が活発な都市

自然の生態や豊富な緑を保全しながら、林間学校 6．3％
・臨海学校・研究機関が配置された自然都市

他の産業に劣らない高い生産性を持った晨林業を 1 9％
中心とした田園都市

〈
） 騨鍵蕊蕊鍵簿識 ’

門
ｕ
砿
＃
＃

Ｆ
恐
冊
部
瞳
牌

Ｈ

叩

ｕ

１

餌

…

ｑ

ｑ

学

閥

冊

蝉

圭
一
壺
犀
馥
壺
母
一

蝿

J溌蕊’

二コ
年
齢
別
で
み
る
と
「
調
和
の
と
れ
た

都
市
」
は
農
林
業
者
で
、
特
に
比
率
が

高
く
、
一
方
「
に
ぎ
や
か
な
都
市
」
は
、

自
営
業
者
、
主
婦
、
学
生
で
、
ま
た
、

「
工
業
中
心
の
活
発
な
都
市
」
は
工
場

従
業
員
、
自
営
業
者
、
管
理
職
で
比
較
的

比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
「
‐
Ｊ
１その他 | 8％
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必必_rLI-山
希望するまちづくり

(問） 今後，高萩市のまちづくりを進めてい

く上で， あなたは，特にどんなことに重

点を置き， どんなまちづくりをめざすべ

きだと思いますか。

0 10 20 30%

生活環境のよいまちづくり

(住宅の建設、下水道の整備、公害の防止など） 驚蕊鶴鱗鱗蕊灘鐵識’26.4％

健康づくりを進めるまちづくり

(検診制度の充実、医療体制の強化など） ；
、
や
弼
融
銅

晶
卸
抽
踊
頓
珊
＆

漁
認
識
灘

如
唖
輔
心
龍
湖

ｊ
瀞
韓
蝋
呪

１
Ｊ
、
邨
慨
弼

由
乎
捌
Ｊ
州
晶
八

輔
輔
餓

碑
鰄
撫

華
耐

わ
馥
玲
想
坪
や

露
〕
“
串
５
，
口

11 ．7％

子どもを育てやすいまちづくり

(学校教育、保育園、遊び場の充実など） 二
垂

86％

社会福祉を重点とするまちづくり

(老人、身障者などのための施設整備など） 81％

。P

便利なまちづくレノ

(道路、交通機関や都市的施設の充実など） Ⅱ■■80％

工業を育てるまちづくり

(工場誘致、工業団地の整備、中小企業対策など

ヨ
ニ
コ
コ
コ
五
コ
口

72％

楽しみの多いまちづくり

(ショッピング、娯楽、スポーツ施設充実など） 7.0%

安全なまちづくり

(交通安全対策、消防力の強化、防災施設の充実など） 5．2％

あたたかい心と連帯を育てるまちづくレノ

(地域活動の活発化、 ボランティアの育成など） 4．4％

文化の香り高いまちづくレノ

(図書館や博物館の整備充実、文化行事の開催など） 3．8％
ー

農林業を育てるまちづくレノ

(晨業墓購轄備、後継者育成、特産品づくりなど） 3．3％

商業を育てるまちづくレノ

(商店街近代化、商店経営者指導の強化など） 3．2％

観光的な魅力を増すまちづくレノ

(観光施設の整備、観光PRの推進など） 3,1％

※
最
も
多
く
の
回
答
を
集

め
た
の
は
、
「
生
活
環
境

の
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
で
二

十
六
・
四
％
、
回
答
者
の
四

人
に
一
人
が
回
答
し
て
い

ま
す
・
年
齢
別
で
は
、
若
年

層
で
「
子
ど
も
を
育
て
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
Ｌ
「
楽

し
み
の
多
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
比
率
が
比
較
的
高
く
、

逆
に
「
健
康
づ
く
り
を
進

め
る
ま
ち
づ
く
り
」
「
社

会
福
祉
を
重
点
と
す
る
ま

ち
づ
く
り
」
は
高
齢
者
ほ

ど
そ
の
比
率
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
職
業
別
で
は
、

「
農
林
業
を
育
て
る
ま
ち

づ
く
り
」
が
農
林
業
者
に

多
く
、
「
工
業
を
育
て
る
ま

ち
づ
く
り
」
「
商
業
を
育
て

る
ま
ち
づ
く
り
」
が
自
営

業
者
に
多
い
ほ
か
、
「
子

ど
も
を
育
て
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
」
が
主
婦
と
專
門

職
で
比
率
が
高
い
。
「
楽
し

み
の
多
い
ま
ち
づ
く
り
」

が
学
生
と
專
門
職
で
、
「
便

利
な
ま
ち
づ
く
り
」
が
管

理
職
、
会
社
員
、
農
林
業

者
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
高

い
割
合
を
示
し
て
い
る
こ

と
が
特
徴
的
で
す
。

＝

⑪



これから力を入れて欲しい

?■施策・事業

常磐自動車道の供用開始に伴う

期待と不安について

期 待 (問）現在，市が推進または計画している施策，

も力を入れて欲しいものはどれですか。

優良企業の誘致 149％

保健センターの建設 102％

公共下水道事業 99％

商業地域の再開発 93％

地域福祉事業計画の推進 8．8％

既存の商店街の整備 8.0%

※職業別では， 「優良企業の誘致」はどのﾛ職業別では， 優良企業の誘致」はどの職

事業の中で最

0 10 20％

％

0 10 20 30 40 50

仕事やレジャーなどで東京や県外486％
との往き来がしやすくなる

物資流通が迅速になﾚﾉ商工業等の22．5％
産業経済が活発化する

インターチェンジを中心に市内の20.9%
道路網か整備される

市外や県外からの観光客力増加する 3.6％

都市の情報や文化が迅速に入って 32％
くる

その他 1 2％

》

壁

琴

蕊
晶

宰

一
》

塞

琴

辛

》

一

二
三
Ｊ
１
１

一
》
一
》

認寸

》

識

ま位６上以

ニ
コ
コ
コ
コ で

業からも高く

支持されている。自営業者では， 「商業地域の再開発」

や「既存の商店街の整備」への支持が高い。主婦や工場

従業員等では「保健センターの建設」が比較的高い支持

を集めている。専門職では， 「公共下水道事業」が第1

位に支持されている。

地区別では，駅西側，安良川地区では「商業地域の再

開発」や「既存の商店街の整備」への支持が高く ，駅東

側地区では， 「離岸堤の整備促進」が，高岡地区では，

「県道高萩大子線の整備」や農業基盤整備を中心とした

農業関係の施策事業が強く望まれている。

不 安
％

0 10 20 30 40 50

騒音や大気汚染などの公害が増加37．0％
する

道路交通量が増え市内の混鵜が激257％
し＜なる

土地の価格が上昇し住宅事情に影154％
響する

都市化が進み農地がつぶれるなど 12．3％
士地利用が混乱する

外部資本や大企業の流入などによ 7.,％
って地元経済が低下する

その他 25％

"ff;・通則

F~一一可
:: F ユ hﾇI

（
）

「
一
コ
コ
ー

温泉資源の活用

(問）高萩市内に温泉が2か所あり，市ではこれを何らかの形

で有効に活用していきたいと考えています。あなたは， こ

の温泉をどのように活用したらよいとお考えですか。

0 10 20 30％

山間地域の振興

(問）高萩市内には，広大な山間地域があります。豊富な自然

を生かして， この地域を活性化させていくためには， どう

したらよいと思いますか。
％

0 10 20 30 40

温泉の効用を利用した療養．保養27.5％
の場とする

老人福祉施設などを設置し、福祉17．5％
の拠点とする

宿泊施設を設け、温泉観光地とす 12．2％
る

’舜蕊､灘.灘､艀
』 $ 串串罰』 ､F串晶､､

器､ ､色串 色篭､ F ,品､?

､ハ設唖韻 1,苧1

､jyj､

一
）

二
三
五
函
ヨ
コ
ー
１
１

自然を保全し、市内外の人々の教

育、文化、スポーツの場として活308%
用していく

自然の中に観光施設や観光道路の

整備を行い、北関東の広域的観光30.3%
拠点となるようにする

農業の振興に力を入れ､稲作のほか

野菜など多様な農産物の生産地と 145％
してその地位を高めるようにする

畜産の振興に力を入れ、常陸牛の

生産をはじめとする畜産墓晒とな 93％
るように努める

簔蕊蕊
市民浴場として整備し、開放する 11 7％

スポーツ施設等を設置し、レクリ
エーション墓地とする

熱帯動植物園など、ユニークな観
光レジャーの場とする

市内の住宅に配管し、湯を供給す
る

9.4％騨驚認

78％

コ
コ
コ
コ
ー

61％

わからない 47％

ビニ ルハウスへの温泉熱の供給 1 .9％
など農業に利用する

74％わからない

温泉つき別荘地として売ﾚﾉ出す 06％

その他 06%林業の振興に力を入れ、木材や多
様な林産物の生産の場として、活

力を高めていく

6．7％

| ､0％その他

h



霧 (問）今後，高齢化社会をむかえるにあたって， あなたこ

自身の老後の生活についてどうお考えになりますか。

老後の生きがい，生計，居住形式の3つの視点から，

あなたのお考えに近いものを選んでください。

老後の生活

生きがい

趣味など自分の好きなことをす~る51 9％

0 10 20 30 40 509 ※年齢別にみると， 20歳代の若年層では「趣味など自分の

好きなことをする」が63.5％と格段に多いのが特徴的で，

「働ける間は仕事を持ち続ける」は27.9％にとどまってい

る。 30歳代以上では「働ける間は仕事を持ち続ける」がお

おむね40％以上を示しており，老後の生きがいに対する若

者と中高年齢者層の意識の違いを表している。

職業別では， 「働ける間は仕事を持ち続ける」の比率が

特に高いのは自営業者（58.2％） と農林業者（53.9％）

で，一方「趣味など自分の好きなことをする」の比率が高

いのは，專門職（62.9％） と主婦(60.6%)である。

§鍾議驚溌
舞零士晶鄙？ ､藍ﾆ に 哩

鍵』罐胤弓義聖鐘:議率

㎡震蕊潭謡善?篝挙誇鐸語エ

蒔虚定菩ﾆﾆﾆ群器蕊琵許きﾆﾆﾆ 』二王

蝿
“
雷
潔
“
耗

》
や
鐸
》
》
怨
番
＄

畢
輻
勘
職
需

厭

卦

瀞

臨

蹄
露
も
串
呈
出

碑

Ｆ

ｆ

ｆ

澱
聯
概

報
叩
秒
冊
１
Ｊ

鷺
轆
帆
、

咄

シ

、

靹

淵

…

坊

純

野晒詐鋲坊斑駛に婿主

誤
披
慰
溺

認鐙砥鍾鐙貼暮員口、テロ、

孵
琴
趣

評

名

酬

ｆ

山働ける間は仕事を持ちつづける 421％

■

］

わからない 5.4％

その他 06％

0 20 30 40 50％生 計

年金など十分な社会保障を受けて51 4％
生活する

自分の収入や貯金などで自立して30.4％
生活する

わからない 95％

豆誕rm

※年齢別にみると, 60歳代以上で既に高齢に達している回

答者の中では， 「子どもや孫に扶養してもらう」の比率が高

くなっているのが目立つ。

職業別では， 「自立して生活する」は自営業者や專門

職で多く ， 「子どもや孫に扶養してもらう」は農林業や自

営業者で比率が比較的高くなっている。

ー

「
一
「
Ｊ
１
Ｊ

子どもや孫に扶養してもらう 7.0%

その他 1 7％

居住形式

子どもや孫と－緒に暮らす 54.8％

老夫婦だけで（または友だち同志28.8％
で）暮らす

0 10 20 30 40 50％

※年齢別にみると,年齢が高くなるほど「子どもや孫と一緒

に暮らす」の割合が高くなることがわかる。若年層では，

まだ｢わからない｣の割合が高く , 20歳代では28.1%が「わ

からない」 と答えている。

職業別では,農林業者で｢子どもや孫と一緒に暮らす」の

割合が非常に高く73．3％に達している。

家族人員別にみると，家族人員が多いほど｢子どもや孫と

一緒に暮らす」の割合が高い傾向がみられる。

蕊篝議離鍵蕊篝

’

豆ヨ

｝

15．3％わからない

1 1％その他

0 10 20 30％
ー

鍵議脅撫 ’老齢年金制度を強化すること 225％

高齢者をあたたかく包みこめるよ

うな地域社会の雰囲気をつくるこ 16．7％

と

老人医療制度を強化すること 15‘1％

高齢化社会への対応策
’鍵鍵蕊

#鱗溌捌

(問）今後，高齢化社会への対応策として，何が一番重要だと

思いますか。高齢者の働く場の確保を進めるこ 15．0％
と

高齢者向けの教養、スポーツ、レ
クリエーション等の施設や機会を 88％

つくること

老人ホームなど、収容施設を充実 8‘2％
すること

－人暮らし老人への訪問サービス 6.3％
制度などを充実すること

老人世帯向け住宅や三世代住宅な 5.4％
どの建設を進めること

民間ボランテイア活動を育てるこ 1 .7％
と

斗一
田
コ
ヨ
コ
ー
１

※
年
齢
別
に
み
る
と
「
老
人
医
療
制
度

の
強
化
」
が
年
齢
が
高
い
ほ
ど
高
い
支

持
を
集
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
高

齢
者
向
け
の
教
養
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
施
設
や
機
会
づ
く
り
」

「
高
齢
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
」
で
は
、

若
年
層
の
方
が
比
較
的
支
持
が
高
い
の

が
特
徴
的
で
す
。

家
族
構
成
の
違
い
に
よ
る
傾
向
の
相

違
を
み
る
と
、
家
族
に
老
人
が
い
る
、

いないの相違によっては、大きな傾向の差異は認められない。

03％その他

弓
I



業団地を訪ねて‐ 「
Ⅷ
１

～企業紹介～
③

社長

野崎正憲さん
助川電気工業株式会社

助川電気工業株式会社

現在， 日立市に在住，奥さん

と二人の子どもさんの四人暮ら

し。

趣味は，健康づくりのための

ゴルフと囲碁(二段)だそうです。

「工業団地の中の人的交流は，

結構行われていますが， もっと

市内でもそういう交流がこれか

らは必要になってくると思いま

す｡」

住所高萩市上手綱字朝山3333

（手綱工業団地）

資本金2億6千4百万円

主な製品名原子力関連機器

工業用電気機器

敷地面積 72,654㎡

建物面積 7,543㎡

社員数 121名

操業開始 昭和51年7月

助
川
電
気
工
業
株
式
会
社
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
中
心
と
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
あ
わ
せ
て
成

長
し
て
き
た
会
社
で
す
。

本
社
は
、
日
立
市
の
滑
川
町
に
あ
り
、

東
京
支
店
や
営
業
所
二
、
工
場
三
、
系

列
会
社
一
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

主
な
製
品
と
し
て
は
、
電
磁
流
量
計
、

電
磁
ポ
ン
プ
、
液
面
計
な
ど
の
原
子
力

〈
）

関
連
機
器
や
工
業
用
電
気
ヒ
ー
タ
ー
・

温
度
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
工
業
用
電
気
機

器
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

高
萩
市
へ
の
進
出
の
理
由
は
、
滑
川

工
場
が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
や
住
宅
地

域
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
、
時
代
と
と

も
に
製
品
が
大
型
化
し
、
交
通
事
情
の

た
め
搬
出
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
大
型
製
品

は
全
て
高
萩
工
場
で
主
力
生
産
、
そ
の

他
の
電
気
機
器
が
、
滑
川
工
場
、
宮
田

工
場
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
萩
工
場
の
社
員
数
は
二
二
名
、

（
全
社
員
総
数
三
一
四
名
）
で
、
そ
の

う
ち
地
元
雇
用
者
は
約
四
分
の
一
で
す
。

野
崎
社
長
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
の
発
揮
、
「
今
ま
で
に
な
い
も

の
に
挑
戦
す
る
姿
勢
は
、
ハ
イ
テ
ク
時

代
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
必
要
で
す
。

失
敗
を
こ
わ
が
ら
ず
に
高
技
術
に
い
ど

ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
つ
も
社
員
に
は

話
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
を
迎
え

た
今
日
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
ニ

ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
技
術
革
新
に
伴

い
、
当
社
で
も
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
分

野
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
」
（
今
秋

発
表
の
予
定
）

「
ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
融
和

を
図
り
な
が
ら
、
地
元
に
理
解
さ
れ
、

受
け
入
れ
ら
れ
る
企
業
に
な
っ
て
い
き

た
い
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

縄文土器づくﾚノ パ
ン
・
オ
ー
ブ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
内
で
は
「
フ
リ
ス
ビ
ー
」

の
名
前
で
知
ら
れ
て
い
る
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
の
円
盤
を
投
げ
て
競
い
合
う
競

技
で
す
。

今
回
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
選
手

約
三
百
二
十
人
が
大
心
苑
に
集
ま
り
、

全
国
か
ら
三
一
一
○
人
が
参
加

大
心
苑

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
選
手
権
大
会

十
月
十
日
か
ら
十
月
十
三
日
ま
で
、
九
種
目
に
わ
た
っ
て
、
激
し
い
競
り
合

高
萩
大
心
苑
を
会
場
に
、
第
十
回
ジ
ャ
い
を
演
じ
ま
し
た
。

あなたの胸に

ハイ／赤(l羽根（
）

歴史民俗資料館の体験学習

一縄文土器づくり」が, 10月13B

（日）， 中央公民館で行われました。

参加者は18名， これた粘土を

細いひも状にして，底から形を

作り，縄目や竹で文様を施して

本物そっくりにできあがりまし

た。このあと陰干しをして11月

に入って野焼きをします。

10月1日(火)から，赤い羽根の共同

募金運動が始まりました。この日は

市や社会福祉協議会関係者約15人が

早朝から駅前に集まり，朝の通勤

通学の市民に赤い羽根募金の協力を

呼びかけました。

この運動は12月31日まで続けられ

ます。

8
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F
十
月
四
日
㈲
、
高
萩

総

市
観
光
協
会
で
は
、
観

光
客
誘
致
巡
回
宣
伝

（
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

を
千
葉
県
柏
市
で
行
い

ま
し
た
。

〃
ほ
ん
も
の
の
自
然
が

い
っ
ぱ
い
〃
、
〃
渓
谷
と

黒
潮
の
ま
ち
高
萩
“
と

書
い
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
山
と
海
の
自
然
環
境
が
豊

か
な
ま
ち
「
高
萩
」
へ
ぜ
ひ
一
度
お
こ
し
く
だ
さ
い
、
と

Ｐ
Ｒ
を
。

柏
市
か
ら
高
萩
ま
で
は
、
常
磐
自
動
車
道
を
利
用
す

れ
ば
一
時
間
半
足
ら
ず
。
家
族
連
れ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
は
、
最
適
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
に

詰
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
千
部
を
柏
駅
構
内
と
豊
四
季
団

地
（
人
口
約
六
千
人
）
で
配
布
、
観
光
客
の
誘
致
に
努

め
ま
し
た
。
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兵
言
二
．
且

君
子
皇
■
号
，
丑

目

号

且

弓

二
Ｊ
昌
君
暦
口
垂
愚
署
？
ｒ
且
二
言
Ｉ
昌
璽
更

●
Ａ
且
君
ｒ
自

昌
冒
“
貝
憂
璽
ご
Ｊ
昌
国
軍
酊
昌
匿
目
，
●
員
昌
写
４
二
■
百
Ｊ
風
号
団
員
言
ｒ
旦
園
官
牙
互

ﾐ炎､のユニホームで初優勝
･ファイヤーズ

十
月
十
三
日
⑧
市
営
野
球
場
で
、

第
十
三
回
高
萩
市
長
杯
争
奪
軟
式
野
球

大
会
の
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
フ
ァ
イ
ヤ

ー
ズ
が
四
対
三
で
カ
ラ
ス
を
下
し
、
初

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

優
勝
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

準
優
勝
カ
ラ
ス
（
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｕ
）

第
三
位
ポ
パ
イ

市
役
所
パ
ワ
ー
ズ

最
優
秀
選
手
立
花
久
男
さ
ん

打
撃
賞
椎
名
重
文
さ
ん

敢
闘
賞
田
森
雅
透
さ
ん

q高浜少年すもう大会

、
｝10月6日(日),日本加工製紙体育館で，

（雨天のため）第5回高浜少年すも

う大会が開かれ，市内や県北から16チーム

i7110人の豆力士が集まりました。約1 10人の豆力士が集まりました。

ニ
ノ
ム
〃

｜
折
口
信
夫
は
、
宮
廷
で
小
豆
で
手
を
冬
至
の
日
や
追
傑
で
追
わ
れ
る
疫
鬼
は
に
よ
っ
て
発
生
す
る
と
思
わ
れ
て
い
｜

一
洗
い
水
の
代
わ
り
に
古
く
か
ら
用
い
た
冬
至
や
年
の
暮
れ
に
、
赤
豆
の
よ
う
な
た
。
麻
疹
は
か
っ
て
は
小
児
の
疾
病
と
一

｜
こ
と
に
注
目
し
、
豆
で
身
を
な
で
て
旧
症
状
が
体
や
顔
に
で
る
赤
班
瘡
（
せ
き
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
多
く
の
子
一

一
冬
の
け
が
れ
を
持
っ
て
行
か
せ
よ
う
と
は
ん
そ
う
）
に
か
か
っ
て
死
ん
だ
子
ど
も
ど
も
の
命
を
奪
っ
た
。
昔
は
現
在
と
ち
が
一

一
し
た
こ
と
が
、
鬼
打
ち
豆
と
い
う
考
え
が
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
っ
て
栄
養
状
態
が
わ
る
く
、
と
く
に
動
一

一
に
移
動
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
（
「
春
立
赤
班
瘡
は
麻
疹
の
こ
と
で
、
俗
に
ハ
、
ン
物
性
蛋
白
、
脂
肪
が
不
足
し
て
い
た
の
一

一
つ
鬼
」
）
。
こ
れ
に
対
し
て
林
羅
山
は
、
力
と
よ
ば
れ
る
。
古
代
中
国
で
は
麻
疹
で
、
肺
炎
を
併
発
し
て
死
ぬ
者
が
多
か
一

一
除
夜
に
豆
を
ま
く
の
は
諸
方
の
鬼
の
眼
は
、
痘
瘡
（
天
然
痘
）
と
同
じ
く
疫
鬼
っ
た
。

ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
９

多たにちのソ丙一（
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1一
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I
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I

I

I
I
I
I
I

I
I
I

I

I
I

成績は次のとおりです。

・団体優勝高浜Aチーム （初優勝）

・個人優勝 （敬称略）

1 ． 2年脇坂修（日立市）

3年黒沢大士（日立市）

4年小野瀬 （中郷第1A)

5年棚橋基紀（駒木原）

6年島崎智也（高浜）

高萩②昔話と

民俗
ご ま

豆と胡麻で目を突く神様

（6）

幸 二＝
用 同子一"ひ

晴
（
ひ
と
み
）
を

打
ち
つ
ぶ
す
た
め

だ
、
と
し
て
い
る

（
「
庖
丁
害
録
」
）
。

な
ぜ
鬼
を
は
ら

う
の
に
豆
が
用
い

ら
れ
、
そ
の
豆
で

鬼
の
眼
晴
を
打
ち

つ
ぶ
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
ろ

声
フ
か
。

ク
ロ
ッ
ケ
ー
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

県
北
地
区
大
会
開
か
れ
る

Ｉ
ｌ
ｆ
ａ
湿
■
画
邑
匙
緯

９

蕊
《
…
ｆ
》
槙
蕊
■
一
■
渥
諏

ー

癖

鏡

十
月
十
八
日
③
高
浜
運
動
広
場
で

「
第
三
回
茨
城
県
高
齢
者
ク
ロ
ッ
ケ
ー
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
県
北
地
区
大
会
」
が
開

か
れ
、
九
市
町
村
か
ら
約
三
百
名
が
参

加
（
ク
ロ
ッ
ケ
ー
十
二
チ
ー
ム
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
八
チ
ー
ム
）
し
て
、
十
一
月

に
行
わ
れ
る
県
大
会
の
出
場
権
を
競
い

ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
の
部
で

島
名
老
人
ク
ラ
ブ
が
み
ご
と
二
位
に
入

賞
し
て
、
県
大
会
へ
の
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。

▲｢政事要略」にみえる疫鬼 i
かの動が子とい

， 1-1...1 ﾛ ，－1■■ロロ ■,■■■1－1－1－!■■■1－■■■DJ



私の

チャーム

ポイント
……･…⑩＝

神長孝子さん 三

「
父
や
母
と
は
、
よ
く
話
を
し
ま
す
。
元
春
が
大
好
き
な
、
現
代
っ
子
で
す
。
州

＝

三

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

ニ
ー

ー

ー

(島名）

戸クイ ズ
三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

二

三

三

ｒ

最
近
二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
と
い
今
度
、
こ
の
欄
に
出
よ
う
と
思
っ
た
の
Ⅲ

う
孝
子
さ
ん
。
も
、
実
は
両
親
の
す
す
め
な
ん
で
す
よ
。
」
‐

い
つ
も
一
緒
に
い
る
友
だ
ち
と
遊
ん
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
本
に
は
、
ほ
と
ん
川

で
い
る
と
き
が
一
番
楽
し
い
と
、
吉
春
ど
目
を
通
し
、
特
に
好
き
な
の
は
、
林
州

を
お
う
歌
し
て
い
ま
す
。
真
理
子
、
「
私
、
こ
の
人
に
は
共
感
し
ち
川

「
結
婚
な
ん
て
、
ま
だ
全
然
考
え
た
や
う
ん
で
す
。
」

ことありません。もったいなくてＩチャームポイントは？……。それに私、家事がにがてな「う～ん、性格的にさらっとし川

ん
で
す
。
」

て
い
る
の
が
い
い
所
か
な
。
あ
ま
り
く
川

両
親
と
お
兄
さ
ん
と
の
四
人
家
族
、
よ
く
よ
考
え
な
い
。
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
‐

Ⅲ

お
兄
さ
ん
は
、
仕
事
の
関
係
で
三
年
ほ
な
ん
で
す
よ
、
き
っ
と
。
」
な
ん
て
、
明
Ｉ

ど
前
か
ら
寮
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
実
る
く
笑
っ
て
み
せ
ま
す
。

際
家
に
い
る
の
は
孝
子
さ
ん
と
ご
両
親
、
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
は
？
と
聞
く
と
、
州

孝
子
さ
ん
も
す
っ
か
り
甘
え
て
い
る
よ
う
ふ
ふ
っ
と
笑
っ
て
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
、
Ⅲ

う
で
す
。
血
液
型
は
Ａ
型
、
吉
川
晃
司
と
佐
野
州

たかはぎあれこれ

県立自然公園に指定されている花貫渓谷一帯は，

四季を通じて訪れる人々を楽しませてくれます。土

岳山も一年中登山客でにぎわい， 山頂からの眺めは

すばらしいものがあります。

さて， この土岳山の高さはどれくらいあるでしょ

うか、
《
、
）

約600m

約700m

約800m

９
９
ｑ

ｌ
２
３

答えのわかったかたは，市民活動課広報広聰係ま

ではがきでお知らせください。正解者（1名）は，

市報12月号で紹介し粗品を差し上げます。

また，高萩に関するクイズで，出題や解答が広く

市を紹介するような問題がありましたら， あわせて

お知らせください。

ノ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
は
構
造
の
上
か

ら
重
力
ダ
ム
、
ア
ー
チ
ダ
ム
、
中
空
重

力
ダ
ム
な
ど
に
分
け
ら
れ
、
下
図
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ダ
ム
と
言
え
ば
重
力
ダ
ム
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
が
、
建
築
技
術
が
発
展

し
、
ア
ー
チ
ダ
ム
や
中
空
重
力
ダ
ム
が

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

晶
ク
イ
ズ
た
か
は
ぎ
あ
れ
こ
れ

前
号
の
答
え
：
…
２
、
重
力
式

五
百
人
が
参
加

…
体
力
づ
く
り
市
民
歩
く
会
…
…

十
月
十
日
体
育
の
日
、
秋
晴
れ
の
な

〈
》

ムの形式一夕

中空■力ダム アーチダム

や モ ティ

鰯鰯

(クイズの解答者）

答えは，柏義夫先生の写真集をみ

て， わかりました。

これから，市内の名所・旧跡や文

化財など， いろいろ勉強したいと思

っているんですよ、

蕊『“
中村富子さん(秋山）

10



毎
年
十
一
月
ご
ろ
に
な
る
と
、
市
内

の
あ
ち
こ
ち
で
菊
の
花
づ
く
り
を
し
て

い
る
家
が
見
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
菊
の
花
の
大
き
さ
と
美
し

さ
に
魅
せ
ら
れ
て
、
三
十
五
年
間
、
菊

の
花
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
板
橋

利
雄
さ
ん
（
高
萩
市
菊
花
会
会
長
）
を

訪
ね
て
み
ま
し
た
。

板
橋
さ
ん
が
菊
づ
く
り
を
始
め
た
の

は
、
昭
和
二
十
五
年
の
戦
後
復
興
の
折
、

当
時
三
十
二
歳
の
と
き
で
し
た
。
造
園

業
を
営
む
か
た
わ
ら
菊
づ
く
り
に
励
み
、

市
の
菊
花
展
に
は
、
第
二
回
め
（
昭
和
二

十
六
年
）
か
ら
連
続
し
て
出
品
、
最
優
秀

賞
も
今
ま
で
に
十
回
以
上
は
獲
得
し
た

人
“
嘘
花
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て

の
こ
菊
づ
く
り
三
十
五
年
板
橋
利
雄
さ
ん
（
東
本
町
）

一
》

⑧

と
い
う
実
績
の
持
ち
主
で
す
。

毎
年
、
三
百
鉢
ほ
ど
さ
し
芽
を
し
て

そ
の
う
ち
よ
く
で
き
る
の
は
、
七
十
鉢

か
ら
八
十
鉢
だ
そ
う
で
す
。

害
虫
や
シ
ロ
サ
ビ
病
に
は
特
に
悩
ま

さ
れ
、
ち
ょ
っ
と
消
毒
を
怠
る
と
全
滅

し
て
し
ま
う
の
で
、
一
週
間
に
一
度
は

必
ず
消
毒
を
。

「
小
さ
い
う
ち
は
、
子
ど
も
を
か
わ

い
が
る
よ
う
に
、
筆
で
一
枚
一
枚
葉
を

消
毒
す
る
ん
で
す
よ
。
農
作
物
と
同
じ

で
、
気
候
に
も
左
右
さ
れ
る
の
で
毎
年

い
い
花
が
咲
く
と
は
限
ら
な
い
。
今
年

は
日
照
り
で
水
か
け
も
た
い
へ
ん
で
し

た
ね
…
…
・
」
と
苦
労
を
語
り
ま
す
。

コゴ

十
人
ほ
ど
で
、
八
年
ほ
ど
前
か
ら
板
橋

さ
ん
が
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

昔
は
、
駅
前
に
も
た
く
さ
ん
の
菊

が
並
べ
ら
れ
、
高
萩
の
ま
ち
の
玄
関
を

飾
っ
た
そ
う
で
す
。

「
高
萩
の
菊
も
、
だ
ん
だ
ん
名
を
広

め
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
が
高
萩
の
菊
を
見
に
来
て
く
れ

る
と
い
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
若
い
人

に
も
花
づ
く
り
の
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
、

心
を
な
ご
ま
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
話
す
顔
に
、
長
年
菊
の
花
を
育
て
て

き
た
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

審
査
で
、
自
分
の
作
っ
た
花
が
入
賞

し
た
と
き
、
ま
た
、
菊
の
好
き
な
人
に

苗
を
分
け
て
あ
げ
た
り
、
で
き
た
花
を

人
に
あ
げ
て
喜
ば
れ
た
り
す
る
と
、
苦

労
し
て
育
て
た
か
い
が
あ
っ
た
と
、
し

み
じ
み
と
う
れ
し
く
な
る
と
い
い
ま
す
。

今
年
も
、
第
三
十
四
回
高
萩
市
菊
花

展
が
十
一
月
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
、

春
日
町
児
童
公
園
で
開
か
れ
ま
す
。
毎

年
市
の
菊
花
展
に
出
品
す
る
ほ
か
、
笠
間

の
展
示
会
、
さ
ら
に
今
年
は
、
十
一
月

十
日
か
ら
水
戸
で
開
か
れ
る
全
国
大
会

に
も
参
加
す
る
な
ど
、
各
方
面
か
ら
そ

の
技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
萩
市
菊
花
会
の
会
員
は
、
現
在
六

一一一一一一

溌
議
議

所聡
口

一
自萩一

局
十
日

麺
日
本
圭

言
員
回
全
雨

受
青
年
△
一

を
－
幕

賞
す
鳥

秀
侵
零
↑

優
こ
の

一
頭
考
え
ス

十
月

､〆理科教育で優良校に 君田小

五
日
㈹
広
島
市
で
、

日
本
青
年
会
議
所
の
第
三
十
四

回
全
国
大
会
が
開
か
れ
高
萩

青
年
会
議
所
が
「
会
頭
重
点
テ

ー
マ
推
進
賞
」

教
育
に
関

す
る
運
動
Ｉ
の
部
門
で
、
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
は
、
「
特
殊
教
育
を

考
え
る
」
少
数
学
級
児
童

と
の
十
六
年
間
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
Ｉ
と
い
う
テ
ー
マ
で

高
萩
青
年
会
議
所
が
十
六
年
間

力 カ
ー
オ

財
団
か
ら
、
理
科
教
育
で
み
ご

と
優
良
校
に
選
ば
れ
、
ビ
デ
オ

・
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
機
器
一
式
と

研
究
費
五
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

低
学
年
の
自
由
研
究
（
ア
サ

ガ
オ
・
ヒ
マ
ワ
リ
の
継
続
観
察
）

を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
が
観
る

力
、
記
録
す
る
力
を
養
う
な
ど

君
田
小
学
校
（
茂
又
成
徳
校

長
・
児
童
数
四
十
七
人
）
で
は

こ
の
ほ
ど
、
ソ
ニ
ー
教
育
振
興

‐

の
児
童
と
の
出
会
い
、
活
動
の

展
開
、
影
響
、
発
展
な
ど
を
ア

ル
バ
ム
や
論
文
な
ど
に
ま
と
め
た
も
の

が
、
全
国
大
会
で
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

今
年
の
九
月
に
社
団
法
人
化
さ
れ
た

高
萩
吉
年
会
議
所
の
目
的
は
、
「
明
る
い

豐
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
」
に
あ
り
、

そ
の
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く

り
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
会
員
は
五
十
八
名
（
会
員
資

格
は
、
二
十
歳
か
ら
四
十
歳
の
市
内
在
住
、

ま
た
は
勤
務
者
）
で
、
活
動
の
礎
を
作

っ
て
く
れ
た
Ｏ
Ｂ
が
約
五
十
名
、
国
際

青
年
年
の
今
年
、
受
賞
と
な
っ
た
も
の

で
す
。十

七
代
理
事
長
の
安
東
義
博
さ
ん
は

「
今
回
の
受
賞
を
契
機
に
、
今
ま
で
続
け

て
き
た
〃
教
育
に
関
す
る
運
動
“
の
輪

を
地
域
の
中
に
広
げ
て
い
き
た
い
。
」
と

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

児
童
を
は
じ
め
、
父
兄
や
先
生
が
た
も

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

〆型
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成
人
病
を
予
防
す
る
に
は
、
何
を
食
様
印
食

べ
何
を
避
け
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
多
１
主
●
●

Ｂ

時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
’
１

高
萩
市
に
は
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：
：

防
に

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
「
食
生
活
改
を
予
容

善
推
進
員
」
が
約
六
十
人
お
り
、
各
地
未
↑
幟
靹

握
甑
唾
眠
恥
塑
捧
準
諦
錘
鼎
唯
癖
叱
評
霊
訊
乖
唯

す
。
こ
の
よ
う
な
講
習
会
等
を
利
用
し
誠
工
を
動

て
、
休
息
、
運
動
を
も
配
慮
し
た
知
的
需
鍔
》
を

宮
釧
〕
Ｍ
州
〕

食
生
活
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
発
表
さ
れ
た
厚
生
省
の
「
健
康
罐
謝
謝
心

づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
指
針
」
を
紹
§
●
●

介
し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
２

ニ
ラ
ラ
ダ
ラ
ー
グ
グ
グ
グ
ラ
ニ
ら
グ
グ
ラ
グ
ダ
グ
ラ
〆
三
一
ご
づ
グ
ラ
ラ
乞
号
づ
づ
ラ
ラ
三
二
二
ヶ
夛
芸
夛
〆
づ
う
〆
グ
プ
ン
ラ
ダ
グ
三
一
づ
づ
グ
ヴ
ダ
グ
グ
ヲ
ラ
ラ
ゲ
ラ
ラ
ラ
ン
〆
づ
ラ
ニ
ン
ン
ラ
ラ
〆
づ
づ
グ
ヴ
ー
ラ
ン
ン
ニ

1，多様

体
力
づ
く
り
は

ふ
だ
ん
の
食
生
活
が
墓
本

田
知
的
食
生
活
で
健
康
を

鯉
鳥
堀
令
騨
親
神
僻
坤
翰
瑠
軸
懲
津
悪
悪
、

こ
ん
に
ち
は
／
，

保
健
婦
”
て
ず

！
“

2歳児歯科健診にて

安東江里子ちゃん（2歳）と
さ よ こ

お母さんの小夜子さん
な食品で栄養バランスを

●1日30食品を目標に

・主食，主菜，副菜をそろえて
本町3の53

「やることがおもしろくて， とても

ひょうきんなんですよ｡」とお母さん。

3人兄弟の－番下で，甘いものが大

好きという江里子ちゃん。最近は，お

れえちゃんとママごと遊びをするよう

になりました。

､、いい、､い､、い、､、いい､､いW、い､､W､、､いい、､い､、､、､いい、い、い、､い、､、ﾍいい､、ﾍﾐ､、、m､、ﾍ、、W、ﾍ､、い､いい､恥

-へ

ー
、サラ

q，、

3，脂肪は量と質を考えて

●脂肪はとりすぎないように

・動物性の脂肪より植物性の

の油を多めに

4，食塩をとりすぎないように

●食塩は1BlOg以下を目標に

●調理の工夫で， むりなく減塩

5，こころのふれあう楽しい食生活

・食卓を家族ふれあいの場に

・家庭の味，手づくりのこころを大

切に

十
月
二
十
六
日
出
と
二
十
七
日
側
の

日
間
、
中
央
公
民
館
と
市
民
体
育
館

こわいのは「消したつもり」と
「消えたはず」

－－秋の火災予防運動一一

11月26日から12月2日

（
）

第
八
回高

萩
市
公
民
館
ま
つ
り

今年も恒例の秋の火災予防運動が， 11月26日から12

月2日まで一週間にわたり実施されます。

これからは火災の発生しやすい気候になります。市

民一人ひとりが， ともすれば忘れがちな火災に対する

警戒心をさらに認識し，火災の予防に充分心がけるよ

うにしましょう。

▲すばらしい作品がずらしﾉと展示

で
「
第
八
回
高
萩
市
公
民
館
ま
つ
り
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
民
館
ま
つ
り
は
、
毎
年
公
民

館
で
学
習
し
て
い
る
講
座
生
や
学
級
生
、

ク
ラ
ブ
生
の
み
な
さ
ん
が
丹
精
込
め
て

作
っ
た
作
品
を
持
ち
寄
っ
て
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

展
示
の
部
、
発
表
の
部
、
バ
ザ
ー
の

部
、
日
用
品
即
売
会
、
食
堂
な
ど
に
た

く
さ
ん
の
市
民
が
訪
れ
、
大
好
評
で
し

た
」
○

上
手
綱
地
内
の
山
林
火

災
を
早
期
発
見
、
初
期
消

火
し
た
新
日
本
鍛
工
株
式

会
社
が
、
九
月
二
十
日
㈱

に
消
防
署
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

一
、
燕
識
鍛
》
》
癖
》
壁
画
』
一
一
一
》
一
一
一
一
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税
の
無
料
相
談

と
き
十
一
月
十
一
日
㈲
午

前
九
時
か
ら
午
後
四

時

と
こ
ろ
関
東
信
越
税
理
士
会

日
立
支
部
会
員
各
税

理
士
事
務
所

問
合
せ
先
関
東
信
越
税
理
士

会
日
立
支
部
事
務
所

念
○
二
九
四
’
三
五

Ⅷ
１
Ｊ
’
八
二
二
五

〆

相談■．一歩ﾙー
、

と
き
十
二
月
六
日
㈲
午

前
十
時
か
ら
午
後
三

時

と
こ
ろ
高
萩
市
民
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容
金
銭
貸
付
、
借
地
、

借
家
、
離
婚
等

相
談
員
高
萩
市
人
権
擁
護
委

員
、
法
務
局
職
員

專
門
の
弁
護
士
が
無
料
で
法

律
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
十
一
月
二
十
二
日
㈱

午
前
十
時
か
ら
午
後

三
時

と
こ
ろ
高
萩
市
民
セ
ン
タ
ー

無
料
人
権
相
談

巡
回
法
律
相
談

●
記
念
式
典

と
き
十
二
月
一
日
⑧

午
前
十
時
～
十
二
時

と
こ
ろ
中
央
公
民
館

，
記
念
誌
発
刊
詳
し
く
は

市
民
体
育
館
壷
二
三

二
五
五
二
へ

園 雪
41庫11Ⅱ'塀l l I邸l1 I I源l Il l 駆' ' ' 1面' ' 1厩lII l噸' ' 1噂''Ⅱ'竃Ull l皿l II l ■Ⅱ1 1 1廟 I ll l甑l ll '興り' 1厚'Ⅱ' 海'' 1 '廟I ' 1断' '' 1 厩 ' 1 '断'' 1 1■'Ⅲ'塩I瞠

目 冨

亨 国際電話をかけてみませんかノ 盲
冒 言
量 無料で公開通話 " ＆亨
垂ﾘ " ＆ ¥"黙, ! : : :¥ ≦さ＊ ､"j# W" ､ い"¥;ME
二 、?． .､ ・ ： ”

蟹 ” 。『 、 # 『 、 ” 、 ＊ 〆…; ； ‘ ! ;:這
冒 x KDD茨城衛星通信所では§…高萩市産業振
三 三

豊 祭で国際電話の公開通話（無料） を行いま 豊
国 皇

国 す。ご希望のかたは下記によりお申込み 量
三 三

蚕 寓

言 ください。 ； ． 、〃薑#"＝ “』 Ⅳ Ⅱ』 ■ 〆 二$冒
菖 ■ I* と き､!11月23H(土‘認日>,E4日(旧y::i迄
望 ‐ ； ≠ 国

璽 1午前の部II:00～12:00 冒
三

貢 長
三

午後の部15:20～16:00 三三

局
二 菖三

ところ高萩市民体育館内 亘男 “

=… ￥ ,漏

尹職愁熟漁悪悪霊
年齢，職業電話番号，通話 量

三

昌
言

昌 蘭
相手の氏名，国名。都市名， 言§

三 ・ 三

§ 〃電話番号を記入のうえ， 11月 菖

吾可 J■f15日まで,こ券蝿ふくださ1,"暉璽霧1． " ､

三 三

: 申込み先〒318高萩市石滝字呉坪650 号
三
円 KDD茨城衛星通信所広報課 量
冒 盲

高 ※応募者多数の場合は，抽選で決定し， 、言
三

量 『” 当選者にはf』｢はがきJ■で連絡｡しⅡます･ "虐
量=； ; ¥# …鳶 ”后
壷 塑
訶I啄, 11 , 卸1 1 ,画, ,, , 軍｣ , , ,鐘, 1 11画l li I 唾 l l lmllln■ l l lFl ll l ｜■ 1 1画I Il l■I ll I t亜 1 1西I l ii■l Il Iml l l■ 1 1 1画' 1 1 唾 l I I■ 11 1 1竃 1 1, 1唾IF

健
康
づ
く
り
社
会
体
育
ニ
ュ
ー
ス
で

（
後
期
）
お
し
ら
せ
し
ま
し
た
、
第

三
十
四
回
市
民
駅
伝
競
走
大
会
の
期
日

を
、
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

実
施
日
十
二
月
八
日
⑧

高
萩
市
体
育
協
会
発
足

三
十
周
年
記
念
事
業

市
民
駅
伝
競
走
大
会
の
期
日

が
変
更
に
な
り
ま
す ー

はかりの定期検査を実施します

はかりの定期検査を11月28日から12月5日まで下記会場で実

施しますので, 「取引」 ・ 「証明」に使用されるかたは必ず検査を

受けてください。

検査日程

検査会場時検査日

60．11．28(木）60.11.28（木）

間

|日高萩市商工会

秋山小学校

上手綱生活改善セン

下手綱公民館

午前10時～午後3時

午前10時～午前11時30分

11.29（金） 午後1時～午後2時

午後2時10分～午後3時

午前10時～午前10時20分

午前10時40分～午前11時

”2幅‘ f鯛興M熊
午後1時20分～午後2時

午後2時30分～午後3時

12． 3㈹午前10時～午後3時

12．4（水） 午前10時～午後3時

11.29(金）

ー

烏曽根三代商店前

下大能川松商店前

上大能国井商店前

上君田生活改善センター

下君田松本商店前

横川豊田商店前

10月17日から

茨城県最低賃金が改正されました

1 日

1時間

3,391円

424円

高萩車検場

|亘和化学工業㈱高萩工場内

旧高萩市商工会

茨城労働基準局では，茨城県下の全産業，全

労働者に適用される茨城県最低賃金を1日3,391

円（現行3,273円， 引上額118円) ,時間給424円

(現行410円， 引上額14円） に改正し，昭和60年

10月17日から実施することになりました。

最低賃金についての詳しいことは，茨城労働

基準局賃金課(a0292-24-6215) , または，最

寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

午前10時～午後3時12． 5(木）

※12.4(水)は， 団地内企業だけです。

昨年の定期検査後にはかりを購入されたかたは，市役所商

工課（壷23-2111内線462） まで連絡してください。

なお，本年度から，定期検査時に従来出張検査した電気式

はかりも，一般のはかり同様すべて検査場持込みとなります

ので， ご了承ください。
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日曜当番医

11月24日 白土医 院
院

東本町

高戸

東本町

22-2697

12月’日 ｜諸原医 23-3113

22-3512花医院
一L庵

_lL

12月8日
十王医院十王医院 卜王町 32-3266

23-2318

22-2137

12月15日

12月22日

と二fヱ
ノ、

内

医院

病院

安良川戸
一
田 大和町

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです。

○
臼
井
久
さ
ん
社
会
福
祉
へ

三
万
円
東
本
町

○
島
名
仲
よ
し
子
供
会
社
会
福
祉
へ

一
万
一
千
五
百
円
島
名

○
高
萩
ラ
イ
オ
ン
、
ス
ク
ラ
フ

ニ
十
万
円
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

益
金
）
社
会
福
祉
へ

○
安
村
実
さ
ん
香
典
返
し
の
一
部

五
十
万
円

鞍

善
意
あ
り
が
と
う

文化祭 絵と文伊藤龍馬

菊花薫る文化の日は，例年秋日和に恵まれ

る。吾が高萩市でも，文化会館や中央公民館

を会場として，十数の文化団体連合による展

覧会をはじめ， 多彩な催し物が企画されて，

市民の参加で大へん賑わいを見せる。

（
》

第
六
回
産
業
祭
と

第
十
四
回
み
ん
な
の
消
寶
生
活
展

市
内
の
産
業
紹
介
と
物
産
の
展
示
即

売
会
、
消
費
生
活
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
で
お
で
か

囮
寄
贈
福
祉
事
務
所
へ

○
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

携
帯
用
車
イ
ス
一
台

囮
寄
贈
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

○
鎌
田
充
さ
ん

古
書
寄
贈

○
鈴
木
良
一
さ
ん

○
石
河
栄
子
さ
ん

○
松
沢
義
夫
さ
ん

○
下
山
田
道
夫
さ
ん

け
〃
く
、
だ
さ
い

ｰ

こ
プ

つ

｝
き

十
一
月
二
十
三
日
（
士
・
祝
日
）

二
十
四
日
（
日
）

市
民
体
育
館
・
中
央
公
民
館

下
手
綱

石
滝

島
名

島
名

有
明
町

と
き
《
予
選
》
十
一
月
十
七
日
側

午
前
十
時

《
決
勝
》
十
一
月
二
十
四
日
側

午
後
一
時

と
こ
ろ
高
萩
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル

※
入
場
は
無
料
で
す
。
両
日
と
も
、

入
場
者
の
中
か
ら
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
用
意
さ
れ
ま
す
。
お
誘
い
合
わ

せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

皇詳鶏弓鵡蕊

第
三
回
市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

～人口と世帯～11月の納税
べ会灘

（
》

前月比

人口 33,801 (+44)

男 16,555 （＋23）

女 17,246 （＋21）

世帯 10,161 (+23)

（昭和60年10月1日現在）

よ， 国勢調査人口ではなく，

ヘロ調査によるものです。

砦

国民健康保険税（3期）

納期限 11月30日

<注＞これI

常住人口調査に

写侭

松
竹
歌
劇
団
「
Ｓ
Ｋ
Ｄ
レ
ビ
ュ
ー
」

と
き
一
月
十
九
日
側

午
後
一
時
言
萩
ス
タ
ン
プ
会
の
ご
招
琶

午
後
五
時
半
一
般

入
場
料
Ａ
席
三
、
○
○
○
円

Ｂ
席
二
、
八
○
○
円

出
演
千
羽
ち
ど
り
ほ
か

入
場
券
発
売
日
十
二
月
四
日
㈱
～

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
：
・
・
…
：
：
…
：
…
・
…
・
●

田
所
耆
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
・

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市

民
会
館
、
ピ
ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、
文

化
会
館
壷
二
三
’
七
四
二

懐
か
し
の
名
画
特
別
鑑
賞
会

題
名
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語

と
き
十
二
月
六
日
③
午
後
六
時

※
入
場
無
料
、
十
一
月
二
十
三
日
出
午

前
九
時
か
ら
文
化
会
館
で
入
場
整
理
券

を
発
行
し
ま
す
。
（
先
着
八
○
○
名
）

｢市政案内」は23 1151 . 1152です－サービステレフォ
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